
第 21 回 日本運動疫学会学術総会 
 

シンポジウム 2 シンポジスト募集に関する案内 
 
 日頃より日本運動疫学会の活動にご協力を賜りありがとうございます。 
 さて、学術委員会では、第 21 回日本運動疫学会学術総会（早稲田大学）において、若手

研究者向けのシンポジウム 2「運動疫学を担う熱き若手の思い－エキスパートの期待を添

えて－」を企画しています。本シンポジウムは、運動疫学に取り組む「若手」の置かれた

現状やその思い、将来に向けて今何に取り組むべきか、といったことに焦点を当てて議論

します。つきましては、若手研究者の方々からシンポジストを公募いたします。日頃の研

究活動で感じていること、自分が研究の道を歩み始めたこれまでのストーリー、あるいは、

自分のミッションだと思っていることを学会員の皆さんとシェアしてみませんか？ 
 応募者のなかから 1 名を代表発表者として学術委員会で選考し、シンポジストとして発

表していただきます。運動疫学分野で活躍されている先生方と一緒に登壇し、学会の未来

を語る場に主体的に参加する格好の機会です。ぜひ、この機会に学会員の方々に自分をア

ピールしてみてはいかがでしょうか？多くのご応募を心よりお待ちしております。 
日本運動疫学会 学術委員会 一同 

 
 応募方法 

 シンポジスト用の抄録をダウンロードのうえ、発表したい内容を記載し、 
2018 年 4 月 30 日（月）までに下記に送付願います。 

 
日本運動疫学会 学術委員長 門間陽樹 宛（h-momma@med.tohoku.ac.jp） 
※学会事務局ならびに大会事務局には送らないようご注意願います。 

 
 発表内容は以下のテーマからお選びください（複数可）。 

 自分のこれまでの研究と今後実施したい研究 
 自分のミッションだと思っていること 
 運動疫学という学問への思い 
 運動疫学の教育 
 日本運動疫学会に対するリクエスト 

 
※代表発表者の選考は、氏名・所属を伏せて学術委員会内で実施します。 
※自称「若手」でしたら、どなたでも応募可能ですが、選考実施後にキャリアの長

さ等を学術委員会で確認し、趣旨との適合性については判断させていただきます。 
以上 
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